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 皮廟糸状菌の角質融解作用に関しては,数多くの研究があるが,従来の方法より動的に菌の毛
 髪侵襲の方式を観察し,且つ観察に要する時間を短縮せんが為に本法が考案された。
 本法の特色としては,①器具としては,どの真菌研究室でも常備しているRエDDELLの
 SHDE培養SETを用いるだけであるので,特別の設備を要せずにすく'行える,(21菌を培地
 の長軸中央線上に一列に密に植え,そ'れと直角に毛を並べるのであるが,同一培地の上に10本
 近くまで毛を並べる事が出来,条件の異る毛或は種類の違う毛を比較観察するのに便利である。
 ③菌と毛を植えた後,ふたガラスをかけて,軽く圧する事により,人工的に菌と毛を始めから.
 密着させるので,菌糸が伸びて毛にたどりつき侵襲を開始するまでの時間をく為的に最短に縮め
 られる,(Φ従来の方法ては,一旦鰍に供したらそ'の毛を再び使う事が出来ないのとは異って
 同一毛で菌の侵襲状態をRIDDELLのSLIDE培養と同様に,日を追って連続的に,且つ動的
 に観察出来る事や,(5)経過観察中,適当な時に乾燥させて,後染色して保存標本をつくる事が
 出来る等があり,それで後述の様に,菌の毛を融解する経過を観察出来て,その結果毛が消化さ
 れるのに種々の型がある事を知る事が出来た。
 親祭に供した菌は,18種,60株で,その中台湾でえた7株以外は,米国DσKE大学医学
 部CONANT教授の保存株で,皮胸糸状菌の大都分を網らしている。培地には毛以外の栄養素が
 菌の毛融解に影響する事をさけて,2%寒天単純培地を用いたが,培地にロ.1%にYEAST
 EXTRAGTを加えて栄養素の影響を観察したり,対照としてAJELLOらのシャーレ法での培
 養も試みてみた。
 観察によると,大抵の菌は24時間以内に新菌糸を出し,菌糸は毛にたどりつぐと,毛を囲む
 ように分枝しながら発育を続けるが,一部の菌糸は毛小皮細胞の下に,それをもち上げるが如く
 にはいこみ,毛皮質を融解しはじめるのが見られる。皮質の融解につれて,毛小皮細胞層は皮質
 から游離し,配列もくずれて,バラバラに毛の周匂にちり,終には消化されて消失する。毛の消
 化即ち融解の状態をよく注意して見ると,そ'れには2つの型があ鮎菌糸の接触によって表面か
 ら緩慢に融けてい(接触型と,菌糸尖端によって迅速に穿孔される穿孔型とがある。前者での毛の
 欠損は広い面積にわたり,毛は徐々に融解されて,細く薄くなり,後消失する。後者での毛の欠
 損は限局的で,そσ)融解の進む方向により更に2つの型に分ける事が出来る。融解の垂直方向に
 進むものは,はじめ毛の欠損は小さな凹みとして現われ,ついで楔形即ち漏斗状になり,菌は穿
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 孔部で紡錘形の"穿孔器官"を作るが,融解が進むと毛は管状に貫通される。髄部のある毛では
 融解かそこに届くと,垂直方向の融解が継続されると同時に,髄内で融解が毛軸の方向にひろが
 るのが見られる。第2の型では,毛の融解が垂直,水平と各方向にひろかるので,毛に噴火口状,
 溝状など不規則な欠損を生じ,穿孔器官の形成は見られない。毛の断端即ち切断面での融解を見
 ると,皮質での融解の進み・方に比して,髄部の融け方は遙かに速く,洞穴状或は管状の欠損を形
 成する。毛の完全に融解された時には,視野の中には,元来の毛の輪廓をそ'なえた菌糸の網が残
 るだけである。
 毛を融解する型式や,毛を破壊する速度は菌によって異なり,又その融解能力がYEAST
 EXTRACTにより促進されるのもあるが,中には4～6週間観察しても全然毛を融解しない困
 もある。一般に生長が早くて,胞子をよく形成する菌ほど融解力が強く,毛に著明な楔状穿孔を
 示すものである。菌の毛髪融解能力は必ずしも菌の臨床的友性質と一致するものてはなく,臨床
 的に毛によく寄生する菌は,毛をよく融解すると想像されるが,実際には毛をよぐ侵すAUDO-
 U工解氏菌,鉄銹色菌或いは黄癬菌群白癬菌などの如く培養すると発育がおそく,胞子形成の少
 ない菌は,この実験では余り毛を融解せず,逆に臨床的には毛を侵すことの少ない狸紅色菌や鼠
 蹊表皮糸菌に融解能を証明出来た。然し,前者の,虹うに通常は発育の診そい菌でも,自色変型し
 て発育が大へん速くなると,胞子形成が全く見えないのにも拘わらず瑠明に毛を融解することか
 らして,菌の角質融解能即ち.角質融解酵素形成能力は,菌の胞子形成の多寡に比例するのではな
 くて,菌の発育速度の速いもの程強く,むそいものは弱いのだと考えられる。
 本法は,特殊の器具を要せずに一般真菌検査室で行える便があると共に,従来の方法では一度
 鏡検に供した毛を再び使吊出来ないのとは異って同一・毛で菌の作用を日を追って連続的に観察す
 ることが出来る。それで上述のように,菌の毛を融解する経過を詳細に観察出来て,そ'の結果,
 毛が消化されるのに種々の型のあることを知ることが出来た。本法・が,この方面の研究に後立て
 ば幸いである。
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 審査結果の要旨
 皮膚糸状菌は角質を融解する特性を有するので,その作用は多くの研究者の研究対象
 となり,最近は菌種「同定(り一…手段として用レ・られるに至て)た。しづ・し従来の検査方法によって1改
 同一の毛に蔚ける菌の融解過程を逐日的に追求すろことができず,また菌樋同定のためには余り
 に長い期間を必要とづ一る。著者1彼これらの欠、点を除いブこ方法を案出し,この新方法によって皮膚
 糸状菌の種類による毛髪融解方式の和逸を観察した。
 新方法は甚だ簡単なもので,Riddoユ■のスライド培謹を応用し,培“肥して寒天単純培地に酵
 母エキヌを混じたものをスライドグラスに薄く塗布し,被験菌拭縦に⊥一直線を画いて整値し,こ
 れに直角の方向に約1日本の毛髪を並べ,カバーグラスをのせて軽ぐ圧し,ペトリ瓶内に入れて
 室温に置(のてある。使用した菌は18僚,60株で,皮贋糸状菌の1大都分を網1崔する。
 毎擦によると,ll無24甥芦」以内に爵1聴糸を伸夫し,やがて毛を桝給すろ。一部¢覇糸は毛小
 友の下に入り込み,毛皮質を融解するに従い,毛小皮は個々に遊離して遂には消失する。毛の融
 畔には歯の種類1こよつて2型が認められる。鎗1型は菌糸の接1独によつて毛の表面から緩瞳に融
 けていく接触型であり第2型にt1菌糸先端が通運に毛を穿孔する穿イ1、型てある。前者にむいては毛
 の欠損に広西に亘り,毛は徐々に融解されて細く暫くなり,遂には消失する。後者にむいては毛
 1蔵限局的に欠損するが,その融解方向によって更に2型に分けられる。7一つは融解が垂t乏[方向に
 進み,初め毛の小1三ヨ状欠損として現われるが,次いで楔形を呈し,菌1・ま穿孔部にFいて紡錘形の
 穿孔器官を作ろ。触角r畠T11毛を宅…=状に三洋引.し,三色髄質に達すると,垂直に進むと同時に,髄質内に
 おいては毛軸方向にも拡大する。他の型1で毛の融解が垂醇1,水平の各方向に進行するものて',毛
 には不規則な形の穴掘を生ずる。毛の断端に聡いては毛髄質の融解が毛皮質のそ1り、」・り遙かに早
 いのが認められる。毛が完全に融解されれば,毛の輪郭を示二卜菌糸綱のみが残存する。
 毛髪融解の方式と速度は菌の種類によって異変る。一般的1得,虻培養的に生長が早く,胞子を豊
 富に生ずる薗ほど融解力が強(,屡々穿孔型を示すが,逆に発育ズ'{遅く,胞子形成に乏しい菌ほ
 ど融解力が弱い。従って毛髪融解力と臨床的の毛髪侵襲力とは必ずしも並行し廉い。
 培養的に発育が遅い菌も絨毛注変異を起して発育が早くなると,胞子形成の皆無にも拘らず,
 顕著左毛の融解力を示すので,菌の角質融解はその発育速魔に並行し,胞子形成とは関係しない
 と,思われる。
 以上から本論文は学位を授与するに値すると認める。
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